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ガバナー挨拶

　地区大会開催にあたり、RI会長代理 中川基成様、

山口県副知事 平屋隆之様、岩国市長 福田良彦様、

岩国商工会議所会頭 豊島貴子様、韓国第3690地区

総裁 李俊奭様をはじめ、地区内外から多くの方々に

お越しいただき大変ありがとうございました。

　今年度のアーチックRI会長のテーマは「ロータリー

のマジック」です。また、私のガバナー信条は「行動しよ

う未来のために＝変革に取り組もう＝」です。重点事項

は、「①会員増強のためのクラブ文化の見直し（DEIの

推進）、②奉仕活動に取り組もう。」です。アーチックRI

会長は、クラブ文化の見直しを行い、たまらなく魅力的

なクラブにして会員増強を進めてほしいと言われてい

ます。そして特にDEI（多様性、公平さ、インクルージョ

ン）の推進を強調されています。

　DEIという観点から、地区大会の基調講演は、分身

ロボット「オリヒメ」を開発された吉藤オリィさんにお願

いしました。吉藤さんは寝たきりの障碍者でも「オリヒ

メ」を操作し、カフェでの注文取りや商品の配送などの

社会参加ができるシステムを構築されています。当地

区大会の記念事業として、この「オリヒメ」を、山口県と

岩国市に１台ずつ寄贈いたしました。これにより、通学

が困難な障碍者が「オリヒメ」を使うことで、授業などに

参加できるようになります。

　地区大会第１日目の会長幹事会では地球温暖化を

取り上げました。昨今の夏の異常な暑さなどで、急速な

地球温暖化は実感でも分かるようになってきました。ま

さに未来のために今行動することが求められています。

未来をよりよくするために、行動しましょう。

　ご参加いただき大変ありがとうございます。

2024-25年度
国際ロータリー第2710地区
ガバナー

上田　文雄

クラブ会長挨拶

　今年度、国際ロータリー第2710地区の地区大会の

ホストクラブとして、皆様を岩国にお迎えできましたこと

を心より光栄に思い、深く感謝申し上げます。私たちに

とって、この大会は単なるイベントの開催に留まらず、

ロータリーの理念と精神を再確認し、共有する貴重な

機会です。

　上田ガバナーが掲げられた「行動しよう、未来のため

に。＝変革に取り組もう＝」というスローガンは、私たち

が直面する課題に対する解決策を模索し、より良い

社会を築くための指針です。このスローガンのもと、この

地区大会が皆様の個性を発揮し、ロータリーの基本で

ある奉仕と親睦の精神を一層深める場となるよう、準備

を重ねてまいりました。

　ここでの交流と学びが、ロータリーの理念に根ざした

具体的な行動へと繋がり、各クラブの活動がさらに充

実することを心より願っております。記念講演の吉藤さ

んの革新的なコミュニケーションテクノロジーによる

社会参加の提案は、私たちが「奉仕の精神」を現代

社会にどのように適応させていくかを考える上で、多く

の示唆を与えてくれました。講演を通じて、私たちがどの

ように変革に取り組み、未来のために何を成し遂げるべ

きかを共に考え、行動に移すためのインスピレーション

を得られたことを嬉しく思います。

　岩国の地は、その豊かな自然と深い歴史が織りなす、

心に残る魅力的な場所です。大会期間中には、地域の

文化や名所を楽しみ、岩国の持つ独自の魅力と温かさ

を感じていただけたことと思います。地域社会との結び

つきが、私たちのロータリー活動をより豊かにし、広がり

を持たせる大きな力になると信じています。

　最後に、この大会の成功は、皆様一人ひとりのご参加

とご協力によって支えられました。皆様と共に、有意義

で充実したひとときを過ごせましたことに感謝の意を

表します。誠にありがとうございました。

ホストクラブ
岩国ロータリークラブ
会長

松塚　茂治

RI会長代理挨拶

　この度は、国際ロータリー第2710地区大会がここ

岩国にて、上田文雄ガバナーのもと盛大に開催され

ますことに心からお慶び申し上げます。広島県・山口県

の両県にわたる72のロータリークラブ、3,000名を超え

るロータリアンの皆様がロータリーの奉仕の理念の

もと、多岐にわたるロータリーの奉仕活動やロータリー

財団に対し深いご理解と多大なご協力を賜っております

ことに深く感謝申し上げます。

　さて、ステファニー・アーチックRI会長は、「ロータ

リーのマジック」をテーマとして、アクションプラン（行

動計画）の推進により魅力あるクラブづくりを奨励し、

世界や地域社会に持続可能な良い変化を生み出すため

にロータリーならではの奉仕活動を強く呼びかけていま

す。ポリオ根絶をはじめ、疾病との闘い、水と衛生、母子

の健康、教育の支援、地域経済の発展、環境保全への

活動は平和な社会への最適な条件を作り出します。

ロータリー平和センターは、平和の推進者となる1800人

の平和フェローを育成し、卒業後のフェローは、政府、

教育、国際機関の平和分野で活躍しています。是非皆

様には、これらの取り組みにもご理解を深めていただ

き、一層のご支援ご協力を賜れば幸いです。

　上田文雄ガバナーは「行動しよう、未来のために。

＝変革に取り組もう＝」との地区スローガンを掲げて、

クラブ文化の見直しや奉仕活動への積極的な取り組み

を推進されていることに、深く敬意を表するところであり

ます。行動志向の次世代の人たちをロータリーに迎え

入れるご努力が必ずやクラブの更なる成長・発展につな

がります。

　最後に、この地区大会を契機に貴地区のすべてのク

ラブやすべての会員の皆様が多くの学びとインスピ

レーションを得て、ロータリーの奉仕の輪を広げ、仲間

とともに魅力あふれるロータリーを楽しまれることをご

祈念申し上げます。ありがとうございました。

2024-25年度
国際ロータリー会長代理
国際ロータリー第2650地区
パストガバナー
（あすかロータリークラブ）

中川　基成

－略歴－

［所属クラブ］ あすかロータリークラブ

［生 年 月 日］ 1955年（昭和30年）9月30日生

［最 終 学 歴］ 1980年（昭和55年）3月 東京大学法学部　卒業

［職　　　歴］ 1980年4月～ 丸紅株式会社勤務
  （うち、1988年4月～1991年4月
  丸紅ドイツ会社勤務）
 1991年4月 株式会社ナカガワ　入社
 2000年10月 株式会社ナカガワ
  代表取締役社長就任
  現在に至る
 
［ロータリー歴］ 1993年9月16日 あすかロータリークラブ入会
 2006-07年度 あすかロータリークラブ幹事
 2013-14年度 あすかロータリークラブ会長
 2018-19年度 第2650地区ガバナー
 2021-24年度 第2650地区ロータリー
  財団委員会 委員長
 2022-23年度 公益財団法人ロータリー
  米山奨学会 選考・学務委員長
 2021-24年度 第3地域ロータリー
  コーディネーター補佐 
 2024-27年度 第3地域ロータリー
  コーディネーター
 2023年 2024年 RIラーニングファシリテーター
  （RI研修リーダー）
 2024-26年度 ロータリーの友委員会
  副委員長
 〈その他〉 ロータリー財団メジャードナー
  ベネファクター
  ポールハリス・ソサエティ
  ポリオプラスソサエティ
  米山功労者
  米山功労法人

［団体役職歴］ 奈良県総合卸商業団地協同組合　副理事長
 奈良県働き方改革推進協議会　委員
 公益社団法人　葛城納税協会　理事
 優良申告法人　葛城法友会　会長
 社団福祉法人　愛の集い学園　理事
 大和高田商工会議所　副会頭
 公正取引委員会　独占禁止政策協力委員
 日本赤十字社奈良県支部有功会 副会長
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地区大会  第１日

10月26日（土）
会場／岩国国際観光ホテル

会長幹事会 基調講演

　我々は今、どういう地球に住んでいるのか、まず現在

地から話を始めます。世界平均気温は産業革命前と

1940、50年代はあまり変化はありませんが、徐々に上昇

し、去年と今年は過去の記録を大幅に上回る新記録が

出続けました。過去10万年の地球の歴史の中で一番熱

い地球で生きていることになります。

　気候変動がなぜ起きるかというと、大気中に温室効

果ガスが増え、赤外線がより多く吸収されているからで

す。温室効果ガスで一番効果が大きいのは二酸化炭素

です。火力発電やガソリンエンジンの車などで排出され

ます。人間活動によって大気中に温室効果ガスが増えて

いるのは疑いようがありません。

　地球温暖化によって、さまざまな影響が出ます。陸上

の氷が減って海面が上昇し、小さな島国への影響は大き

く、大気中の水蒸気が増え、大雨や洪水のリスクが増え

ます。猛暑で熱中症などの健康被害が出たり、食糧不

足、水不足、森林火災など深刻な問題が起きたりします。

　温暖化が進めば進むほど、更に影響が出るのは間違

いありません。誰が深刻な影響を受けるかというと、原

因に責任のない人たちです。温室効果ガスを出している

のは先進国ですが、乾燥地域で小規模な農業をしてい

る人や小さな島国の人が影響を受けます。また、温暖化

がこのまま進めば、後から生まれてくる将来世代も深刻

な影響を受けます。

　温暖化の対策は大きく２種類あります。温室効果ガス

を減らし、二酸化炭素を吸収するといった原因にアプ

ローチする対策が一つ。もう一つは防災減災の強化や

農業の品種改良など、温暖化に適応していく対策です。

　温暖化を止める対策では、国連気候変動枠組み条約

が1992年に採択され、その後のパリ協定が国際ルール

になっています。世界的な平均気温の上昇を産業革命前

に比べて1.5度に抑えるのが長期目標です。温室効果ガ

スの排出を実質ゼロにするカーボンニュートラルなどの取

り組みが進んでいますが、現状のペースでは目標に足り

ていません。

　日本では、2050年までに温室効果ガスの排出を実質

ゼロにするのを目指しています。日本人は温暖化対策を

我慢、負担と考える人が多く、社会の仕組みや人々の常

識を大転換する必要があります。変化のスピードを加速さ

せて、人類は化石燃料部門を卒業しましょう。

東京大学
未来ビジョン研究センター
教授

江守　正多 氏10：40 登録・受付

11：00 登録委員会／3階  胡蝶の間
 選挙人資格審査委員会／3階  空蝉の間
 大会決議委員会／3階  夕顔の間
11：30 受付

12：00 ガバナー挨拶・RI会長代理ご紹介
  ガバナー　上田　文雄
 来賓ご紹介
 RI会長代理挨拶 RI会長代理　中川　基成
 乾杯 パストガバナー　杉川　　聡
 歓談
 閉会の辞 パストガバナー　藤中　秀幸
13：00 会長幹事会　登録・受付

13：30 点鐘 ガバナー　上田　文雄
 国歌斉唱　日本国
 ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱
 開会宣言 大会実行委員長　村元　通晃
 ガバナー挨拶・来賓紹介 ガバナー　上田　文雄
 RI会長代理挨拶 RI会長代理　中川　基成
 クラブ表彰 プレゼンター　RI会長代理　中川　基成
  直前ガバナー　井内　康輝
  ガバナー　上田　文雄
 前年度決算報告 直前ガバナー　井内　康輝
 監査報告 パストガバナー　脇　　正典
14：45 休憩

15：00 東京大学未来ビジョン研究センター
  教授　江守　正多氏
 演題「気候危機のリスクと社会の大転換」
16：30 閉会の辞 地区代表幹事　伊藤　進吾
16：35 点鐘 ガバナー　上田　文雄

17：30 RI会長代理入場
 ガバナー挨拶 ガバナー　上田　文雄
 RI会長代理挨拶 RI会長代理　中川　基成
 RI第3690地区総裁挨拶 
  RI第3690地区総裁　　李　俊奭
 乾杯 パストガバナー　西村　栄時
 歓談　アトラクション
 閉会の辞 ホストクラブ会長　松塚　茂治
 RI会長代理退場
20：00 閉宴

大会諸委員会

会長幹事会　［会場］4階 ロイヤルホール

RI会長代理ご夫妻歓迎昼食会　［会場］4階 錦龍

基調講演　［会場］4階 ロイヤルホール

RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会＆日韓交流パーティー
　　　　　　　　　　 ［会場］4階 ロイヤルホール

「気候危機のリスクと
　　　　　社会の大転換」

会長幹事会

開会宣言 村元通晃実行委員長 上田文雄ガバナー挨拶

中川基成RI会長代理挨拶

クラブ表彰

クラブ表彰

前年度決算報告 井内康輝直前ガバナー 監査報告 脇正典パストガバナー

基調講演 閉会の辞 伊藤進吾地区代表幹事 Ikebana エクスカーション
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地区大会  第２日RI会長代理ご夫妻歓迎昼食会

10月27日（日）
会場／シンフォニア岩国・岩国国際観光ホテル

中川基成RI会長代理挨拶

上田文雄ガバナー挨拶 中川基成RI会長代理挨拶 韓国 李俊奭総裁挨拶

会場の様子

歓談の様子 西村栄時パストガバナーによる乾杯

ピアノとヴィオラの演奏 歓談の様子 記念撮影

韓国来訪団と記念撮影 記念撮影 花鳥風月withSANGMIの演奏 閉会の辞 松塚茂治ホストクラブ会長

上田文雄ガバナーによる紹介 杉川聡パストガバナーによる乾杯

村元通晃実行委員長開会の辞

上田文雄ガバナー挨拶 松塚茂治ホストクラブ会長歓迎挨拶

村岡嗣政知事代理挨拶 福田良彦市長挨拶

豊島貴子会頭挨拶 韓国 李俊奭総裁挨拶

ウェルカムアトラクション 岩国藩鉄砲隊

ロータリーソング 「手に手つないで」

懇親会 井内康輝直前ガバナーによる乾杯

懇親会の様子

会場／岩国国際観光ホテル ［4F］錦龍

RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会 ＆ 日韓交流パーティー
会場／岩国国際観光ホテル ［4F］ロイヤルホール

9：30 登録・受付

10：00 青少年とロータリーの時間
 ①ローターアクトクラブ代表
 ②インターアクトクラブ代表
 ③ロータリー財団奨学生
 ④青少年交換学生
 ⑤米山奨学生（2024-25年度）
11：50 閉会
12：00 午前中参加者　昼食
 本会議　登録・受付

12：50 オープニング映像
 RI会長代理ご夫妻入場
13：00 点鐘
 国歌斉唱　日本国・大韓民国
 ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱
 開会の辞 大会実行委員長　村元　通晃
 地区内物故会員の紹介・黙祷
 来賓・地区内外参加者紹介 ガバナー　上田　文雄
 歓迎挨拶 ホストクラブ会長　松塚　茂治
 ガバナー挨拶 ガバナー　上田　文雄
 来賓祝辞 山口県知事　村岡　嗣政
  岩国市長　福田　良彦
  岩国商工会議所会頭　豊島　貴子
  RI第3690地区総裁　　李　俊奭
13：45 RI会長代理挨拶 RI会長代理　中川　基成
 地区現況報告 ガバナー　上田　文雄
 記念事業発表　
 大会委員会報告
 登録委員会 パストガバナー　脇　　正典
 選挙人資格審査委員会 パストガバナー　杉川　　聡
 大会決議委員会 パストガバナー　石川　良興
 決議採択 ガバナー　上田　文雄
14：35 休憩
14：45 記念講演　株式会社オリィ研究所
  所長　吉藤　オリィ氏
 演題「サイボーグ時代の人生戦略
  ～人から必要とされ続ける未来の生き方～」
15：45 個人表彰 直前ガバナー　井内　康輝
 感謝状及び記念品贈呈 ガバナー　上田　文雄
 ガバナーエレクト、ガバナーノミニー紹介
  ガバナー　上田　文雄
 RI会長代理所見  RI会長代理　中川　基成
 次年度大会案内  東広島21ロータリークラブ
 閉会の辞 大会実行副委員長　樫山　貴彦
 点鐘
16：30 終了
 移動　シンフォニア岩国 ⇒ 岩国国際観光ホテル

17：00 ウエルカムアトラクション
 岩国藩鉄砲隊（河川敷駐車場）
 エイサー（ホテル内）
17：30 ガバナー挨拶 ガバナー　上田　文雄
 乾杯 直前ガバナー　井内　康輝
 歓談
 ロータリーソング「手に手をつないで」
18：30 閉宴の辞 地区代表幹事　伊藤　進吾

青少年とロータリーの時間

本会議

懇親会　［会場］岩国国際観光ホテル　４F
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■ローターアクトクラブ

本会議 記念公演青少年とロータリーの時間

　我々はこの先、どのように生きていくのか、という話を

したいと思います。

　私は小さい頃から体が弱く、小学校では３年半学校

に通えず、中学生の頃は引きこもりでした。その時に実

感したのは強烈な孤独感でした。そのようなことのない

よう、今健康でなくなり寝たきりになった時、テクノロ

ジーや人工知能などを用いて社会に参加する研究をし

ています。

　東京駅近くにロボットが働くカフェがあります。そこで

人が遠隔操作し、お客が喜んでくれるサービスを提供

する実験をしています。難病や障碍で外出が困難な

人が自宅や病院のベッドでスマートフォンやパソコンを

使い、分身ロボット「OriHime（オリヒメ）」を遠隔操作

して働いています。

　バリスタの仕事をしていた女性がＡＬＳ（筋萎縮性側

索硬化症）にかかり、一度は生きがいを失ってしまった

けれど、ロボティクスでバリスタの仕事を続けています。

移動困難な90人が遠隔操作し、カフェの経営も黒字化

しました。

　オリヒメは大学生の頃から14年間作っています。オ

リィ研究所のメンバーに４歳で交通事故に遭った男性

がいました。岩手県の病院でオリヒメを遠隔操作し、

一緒に研究しました。彼は小中学校に通えず、寝たきり

の先輩です。社会で働いて稼ぎ、友人ができて東京を

訪れるなど、前向きに変わっていきました。

　オリヒメは学校にも投入されています。不登校の子ど

もが増え、ロボットを使えば人と会話できるということも

あります。広島県の御調高校の教頭先生がＡＬＳで仕

事ができなくなり、ロボットを通じて卒業式を見守りまし

た。自分が卒業式にいたような記憶が残り、絶望するに

は早いかもしれないと話していました。誰かから必要と

されていると実感することができれば、人は生きていくこ

とができます。

　体が動かなくなったとしても、分身ロボットを使って自

分を介護することも可能になると私は本気で思っていま

す。研究を続けて実現させたいのです。誇りのある寝た

きりの姿はつくれると思っています。例えば実験中の

バーですが、寝たきりのお母さんがお酒を作り、人生相

談に乗ってあげています。

　孤独の解消というテーマをずっと研究してきました。

自分の身の回りのことを自分ででき、死ぬまで人生を謳歌

することができる未来を実現させたいと思っています。

（株）オリィ研究所
所長

吉藤　オリィ 氏
よし ふじ

「サイボーグ時代の人生戦略
　 ～人から必要とされ続ける未来の生き方～」

会場の様子

RAC活動発表の様子

■インターアクトクラブ

■地区ロータリー財団奨学生

20クラブ625名のインターアクトが活動中

■米山記念奨学生

■青少年交換学生

■2024-25年度　派遣学生
　藤本　笙（スポンサーRC：山口）留学先：カナダ
　八條　義公（スポンサーRC：広島西）留学先：カナダ

■2024-25年度　受入学生
　Kai Rei STROM（ホストRC：山口）出身国：アメリカ
　Sylvia Marie BELL（ホストRC：広島西）
　出身国：アメリカ(カナダ在住)
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2024－25年度 地区大会記念事業

“人に、地域に、輝く未来”

　青少年育成の一環として、地区大会記念講演講師の吉藤オリィ氏が開発した分身ロボット「OriHimeオリヒメ」を2025

年１月21日、山口県と岩国市の教育委員会に１台ずつ寄贈いたしました。

　「OriHime」は、障碍や入院などを理由に通学できない、また校内外の学習に参加することが難しい子供たちに、まるで

教室にいるかのように授業に参加することを可能にする先進的なICT教育です。実際に学校現場へ導入され、「OriHime」

を通じて、教師やクラスメートとリアルタイムでコミュニケーションを取ることができ、学習だけでなく社会的な絆も深めるこ

とに寄与しています。

　この記念事業により、教育を平等に提供し、全ての子供たちの可能性を引き出せる一歩となります。

　ロータリーは、これからも未来を担う子どもたちに希望を届け、彼らの成長を見守り、技術と教育・福祉の融合を通じて、

輝く未来のための活動を続けてまいります。

先進的な技術で「教育」に寄り添う
　2024年10月19日、岩国錦帯橋空港ターミナルビルでロータリーのシンボルマークが入った３Dトリックアート贈呈式が行

われました。設置後、多くの空港利用者の記念撮影で盛り上がりをみせています。

　このアートは、岩国の誇りである日本三名橋の錦帯橋が空港ロビー床に描かれ、立体感ある3Dとして飛び出して見えま

す。訪れた人々がその場で写真を撮り、SNSでシェアすることで、観光客の増加や移住・定住につながるよう地域の魅力を

PRします。

　この記念事業により、地元空港の新たなスポットとして、地域活性化と来訪者や地元の人々に新たな楽しみ・驚きを提供

いたします。

　ロータリーは、地域に寄り添い・共に歩み、より豊かな未来を築いていきたいと考え、岩国錦帯橋空港が訪れるたびに新

たな発見と感動が待っている場所であり続けることを願っています。

驚きと感動で「地域」に寄り添う

▲実際の授業風景
挙手をする「OriHime」▶
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記念ゴルフ大会

ミニ観光

　国際ロータリー第2710地区の地区大会におきまして、大変多くの会員の皆様にご参加いただき、無事に全日程を終了する

ことができました。これもひとえに、ご参加いただきました皆さまのご協力、ご支援の賜物と心より感謝申し上げます。

　大会を通じて、皆さまの熱意あふれるご活躍、また笑顔や真剣なまなざしに、私たち実行委員会一同も大きな励ましをい

ただきました。今後とも、この大会が会員同士のつながりを深め、新たな交流や成長の機会となることを願っております。

　最後に、ご協力いただきました全ての皆さまに、深く御礼申し上げます。誠にありがとうございました。

地区大会実行委員長 村元　通晃

10月25日（金）
会場／和木ゴルフ倶楽部

10月27日（日）
下瀬美術館・篆刻体験

地区大会 実行委員長挨拶
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ガバナーエレクト紹介

－略歴－

［所属クラブ］ 東広島21ロータリークラブ

［生 年 月 日］ 1965年12月21日

［職 業 分 類］ 整形外科

［学　　　歴］ 1984年 修道高等学校卒業
 1990年 東京医科大学卒業

［職　　　歴］ 1990年 東京医科大学
  整形外科学教室入局
 1999年 土肥整形外科病院 副院長
 2016年 土肥整形外科病院 院長 
  現在に至る

［主 公 職］ 2016年 東広島地区医師会理事
 2022年 東広島サッカー協会会長

［ロータリー歴］ 2001年10月 東広島21ロータリークラブ
  入会（創立会員）
 2003～4年度　 クラブ幹事
 2009～10年度　 クラブ会長
 2014～15年度 クラブ幹事
 2015～16年度　 G8 ガバナー補佐
  クラブ幹事
 2018～19年度　 クラブ会長
 2020～21年度 クラブ幹事
 2021～22年度 クラブ幹事
 2023～24年度 クラブ幹事

 2016～17年度　 地区功労賞
  （ガバナー補佐）
 2018～19年度　 ロータリー財団功労賞

土肥　慎二郎

ガバナーノミニー紹介

－略歴－

［所属クラブ］ 宇部ロータリークラブ

［生 年 月 日］ 1952年12月9日

［職 業 分 類］ 新聞発行

［学　　　歴］ 明治大学政治経済学部卒

［職　　　歴］ 1975年4月 ㈱宇部時報社入社
 2004年3月 ㈱宇部日報社
  代表取締役専務
 2009年4月 ㈱宇部日報社
  代表取締役社長
 2023年4月 ㈱宇部日報社
  代表取締役会長

［主 公 職］ 宇部商工会議所常議員
 宇部市市史編纂委員長
 宇部ユネスコ協会顧問

［ロータリー歴］ 1997年3月27日 宇部ロータリークラブ入会
 2004～05年度 クラブ幹事
 2008～09年度 クラブ会長
 2013～17年度 グループ2ガバナー補佐

 マルティプル・ポール・ハリス・フェロー
 米山功労賞　

脇　和也

RI会長代理所見

　この度は身に余る感謝状、記念品を頂きまして改めて

御礼申し上げます。有難うございます。

　所見という事でございますが、私なりの感想を述べさ

せていただきたいと思います。

　まず、この岩国の地に10年ぶりに参った訳ですが、素

晴らしい景観の地、そして会場でありまして、ここで開催

できたこと、そして事前に上田ガバナーより資料を頂き、

この地区をち密に分析されて、そして力強くこの地区の

発展の為に様々なインスピレーションを皆様に与えてい

ただいているということ、そして皆様の熱心な参加ぶりを

拝見させていただき、大変感銘致しております。

　なかでも、この大会の2つの講演は私も目を洗われる

ような気持で聞き入りました。

　江守正多教授の「気候危機のリスクと社会の大転

換」ですが、気候問題に付いては私も大きな関心と危機

感を持っておりましたが、非常にリアリティーをもって私

達に語り掛けられ、そして、問題提起をされたという事

は、私達ロータリアンに取りましても非常に貴重な機会

を与えられたと思っております。

　そして、オリィ研究所の吉藤オリィさんですが、ニュー

スでこのロボットが「サイボーグ時代の人生戦略」とし

て取り上げられている記憶があります。まさか、今日この

様にご本人からお話を聞く機会があるということで、そし

て実物をもって私達にこれからの人生、これからの世の

中というものがどういう形で進展していくのかということ

が、私達の老いの中でいつ何時不自由になるかもしれ

ないこの一つの解を示されていると思います。しかも、

将来的に私達ロータリアンにとってもどのような形で生

きていくのかという事を示唆されていたと大変感銘を受

けました。私自身も、今後の自身の老後も含めて考え直

してみたいなと思っております。

　この地区大会は、2710地区の皆様が一堂に会され

て、そして、これはある意味繋がる機会であったかと思

います。そして、これからその繋がりを大事にしていただ

きまして、是非皆様方のクラブの中で新しいチャレンジ

をしていただければ有難いと思っております。必ず皆様

方がこの地区大会で得られたインスピレーションが皆

様方のロータリーライフのみならず、皆様方の関係する

全ての方々にもさらなるインスピレーションを与えていた

だけることを心から祈念申し上げまして、私の感想とさ

せていただきます。

　二日間本当に有難うございました。

2024-25年度
国際ロータリー会長代理

中川　基成


